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HPVワクチン 現状と課題

HPVワクチン 現状と課題 HPVワクチンの現状 「Facts」

子宮頸がんを予防するワクチンである

2022年4月より、積極的接種が再開された

2023年4月より、9価ワクチンが導入された

9価ワクチンの接種回数は15歳未満で2回、15歳以
上で3回である

キャッチアップ接種も重要である

HPVワクチン

Markowitz, LE and Unger ER. N Engl J Med. 2023;388:1790-8

HPV感染の自然史と子宮頸がんへの進展

Markowitz LE and Unger ER. N Engl J Med. 2023;388:1790-8
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米国におけるHPV6/11/16/18による
感染症の年齢別変化（ワクチン接種前後）

Markowitz, LE and Unger ER. N Engl J Med. 2023;388:1790-8

HPVワクチンは子宮頸がんを予防する

Lei J, et al. New Engl J Med. 2020;383:1340–1348.

ヒトパピローマウイルスワクチンによる
子宮頸がんの減少

スエーデンにおける子宮頸がんの
予防効果の報告

 1,672,983名の10-30歳の少女、
女性（2006-2017）

子宮頸がん発症のリスクの減少

0.51 (95% CI, 0.32-0.82）

• 0.12 (95% CI, 0.00-0.34) <17歳

• 0.47 (95% CI, 0.27-0.75) 17-30歳

Lei J, et al. New Engl J Med. 2020;383:1340–1348.

HPVワクチンの遺伝子型

31, 33, 45,
52, 58

6, 11

16, 18

9価（2・4価に
＋20%のカバー）

4価

2価

HPVワクチンの接種スケジュール

厚生労働省. ヒトパピローマウイルス感染症～子宮頸がんとHPVワクチン～ 2023
Available at: https://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou28/index.html.

＊1 年以内に接種を終えることが望ましい。
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キャッチアップ接種

接種を逃した人への接種が推奨

対象

4/2/1997-4/1/2007生まれの女性（2023年7月現在で
16歳から26歳）

かつ、HPVワクチンの定期接種の対象年齢の間に接種
を逃した女性

厚生労働省ホームページ ヒトパピローマウイルス（HPV）ワクチンの接種を逃した方へ～キャッチアップ接種のご案内～

キャッチアップ接種

未接種者
 3回接種を原則

 2価・4価HPVワクチンで接種を始めたものの3回接種が未完了
接種を初回からやり直す必要はない

残りの回数を接種することが重要

原則、同じワクチンを3回接種することが基本であるが、途中から９価ワクチンに変
更し、残りの接種をキャッチアップ接種として公費で受けることが可能

 １回接種済の場合
残り２回を定期接種として接種可能、２-３回目接種の間隔は３か月以上あける

 ２回接種済の場合
残り１回を定期接種として接種可能

厚生労働省ホームページ ヒトパピローマウイルス（HPV）ワクチンの接種を逃した方へ～キャッチアップ接種のご案内～

キャッチアップ接種

2価、または４価ワクチンを接種完了したものが９価
ワクチンの追加接種（4回目）を希望する場合

追加接種は推奨されていない

その理由

•追加接種の効果を示すデータは限られている

•2価・４価ワクチンでの子宮頸がんに対する予防効果が確認さ
れている

厚生労働省ホームページ ヒトパピローマウイルス（HPV）ワクチンの接種を逃した方へ～キャッチアップ接種のご案内～

HPVワクチンの課題

HPVワクチンの接種率の伸び悩み

定期接種で30%程度

いかに正しい情報を伝えるか？

ワクチンの効果

ワクチンの副反応

HPVワクチン 現状と課題 HPVワクチンの課題

HPVワクチンに関する情報提供のあり方

HPVワクチンの副反応と有害事象の区別

予防接種ストレス反応（ISRR）の理解と受け入れ

男性へのHPVワクチン接種

ワクチン忌避に対する対応
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HPVワクチンの重要性を継続的に伝える
基本的なメッセージ

 「HPV感染症はワクチンで予防できる病気である」ことを伝える

HPVワクチンはがんを予防するワクチンであることを伝える

 「ワクチンの効果と安全性」を伝える

子宮頸がんの約9割は、9価ワクチンでカバーできる血清型で引き
起こされる

ワクチン自体は安全、ただし、ワクチン接種という医療行為によって
引き起こされる副反応（ISRRなど）が起こる可能性があり、その対
応を検討しておく

日本小児科学会の
「知っておきたいわくちん情報」

 2018年5月作成

日本版VIS (Vaccine Information Statement)

米国小児科学会との合同プロジェクト

計23枚の冊子

総論 10 各論 13

子どもの予防接種に必要な情報を分かりやすい言葉で解説

学会ホームページからPDFでダウンロード可
http://www.jpeds.or.jp/modules/general/index.php?content_id=22

日本小児科学会の
「知っておきたいわくちん情報」

総論（９）

予防接種の意義

定期接種と任意接種のワクチン

同時接種

予防接種の副反応と有害事象

ワクチン接種に注意が必要な場合

生後２か月から接種するワクチン

生後１歳に接種するワクチン

小学校入学前に接種すべきワクチン

海外に行く時に必要なワクチン

予防接種ストレス反応（ISRR)

日本小児科学会の
「知っておきたいわくちん情報」

各論（１３）

ヒブワクチン

肺炎球菌結合型ワクチン

B型肝炎ワクチン

ロタウイルスワクチン

四種混合ワクチン

BCGワクチン

麻疹・風疹ワクチン

 おたふくかぜワクチン

水痘ワクチン

日本脳炎ワクチン

二種混合ワクチン

 ヒトパピローマウイルスワクチン

 インフルエンザワクチン

知っておきたいわくちん情報
ヒトパピローマウイルスワクチン

日本小児科学会ホームページ 知っておきたいわくちん情報 http://www.jpeds.or.jp/

厚生労働省からのリーフレット

厚生労働省ホームページ https://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou28/index.html
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厚生労働省からのリーフレット

厚生労働省ホームページ https://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou28/index.html

有害事象と副反応

有害事象

Adverse Events

 ワクチン接種後の全ての負の事象

 ワクチンと関連があるかもしれない

単に偶然の出来事かもしれない（紛
れ込み）

副反応

Adverse Reactions

 ワクチンが原因の負の事象

局所: 接種部位の痛み、発赤、腫
れなど

全身: 発熱、頭痛、嘔気など

 その他各ワクチンに特異的なもの

 ロタウイルスワクチンー腸重積

ムンプスワクチンー無菌性髄膜炎 な
ど

有害事象と副反応

有害事象

副反応

有害事象と副反応をどう区別するか?

ワクチン接種

接種から症状が出現するまでの時間が最も重要

有害事象と副反応

負の事象

その特徴は?

その出現時期は（ワクチン接種からの期間）?

過去に同様の報告は?

因果関係を示唆する科学的証明は?

有害事象を100%副反応でないと否定することは困難

副反応
接種後の時間との関係

厚生労働省 予防接種後副反応報告書
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ISRR

Immunization-Stress

Related Responses

予防接種ストレス関連反応

HPVワクチン接種後の多彩な症状に対して
これまでに提案された疾患概念

 Complex regional pain syndrome (CRPS) 複合性局所疼痛症候群

 Postural orthostatic tachycardia syndrome (POTS) 体位性頻脈症候群

 Multiple sclerosis or other demyelinating diseases

多発性硬化症、他の脱髄性疾患

 Adverse events following immunization (AEFI)

予防接種後の有害事象

 HPV vaccination-associated neuro-immunopathetic syndrome (HANS)

HPVワクチン関連神経免疫異常症候群

 Conversion Reaction 転換反応

Suzuki S and Hosono A. Papillomavirus Res. 2018;5:96-103を参照に作成

HPVワクチン接種後の多彩な症状に対して
これまでに提案された疾患概念

 Complex regional pain syndrome (CRPS) 複合性局所疼痛症候群

 Postural orthostatic tachycardia syndrome (POTS) 体位性頻脈症候群

 Multiple sclerosis or other demyelinating diseases

多発性硬化症、他の脱髄性疾患

 Adverse events following immunization (AEFI)

予防接種後の有害事象

 HPV vaccination-associated neuro-immunopathetic syndrome (HANS)

HPVワクチン関連神経免疫異常症候群

 Conversion Reaction 転換反応

Suzuki S and Hosono A. Papillomavirus Res. 2018;5:96-103を参照に作成

ISRR

Immunization-Stress

Related Responses

予防接種ストレス関連反応

ISRR

ワクチン接種のストレスによって起こる反応

過去には、AEFI（Adverse Event Following Immunization）と
も呼ばれた

ワクチンによる心配（Anxiety）が主な要素

ワクチンに含まれる成分によるものではない

ワクチン接種後にすぐに起こる病気

集団に起こる心理的な病気 も含まれる
WHO Homepage ISRR Synopsis より

ISRRの概念

ワクチン接種前にも起こりうる

急性ストレス反応

交換神経が刺激

血管迷走神経反射

副交感神経が優位

解離性神経症状反応

しばらくたってからの説明のつ
かない症状

日本小児科学会ホームページ 知っておきたいわくちん情報 http://www.jpeds.or.jp/

ISRRのリスク因子

10-19 歳で血管迷走神経性失神の既往

注射にまつわる過去のよくない経験（例：痛みや血管迷
走神経性失神など）

注射に対する恐怖心（注射針や侵襲的な医療処置など
への恐れ

不安障害や発達障害（特に自閉スペクトラム症）

31 32

33 34

35 36

http://www.jpeds.or.jp/


2023/7/19

7

日本産婦人科医会
https://www.jaog.or.jp/notes/

急性ストレス反応
アナフィラキシーとの比較

日本産婦人科医会 研修ノート No 106 （5）アナフィラキシーと急性ストレス反応との鑑別

解離性神経症状反応
DNSR

日本産婦人科医会 研修ノート No 106 （6） 解離性神経症状反応発症の要因

ISRRへの対応

日本産婦人科医会 研修ノート No 106 （3）ISRR 発症の素因となるリスク因子と対応

ISRRへの対応

リスクのある児には、接種の前後にISRRが起こり得るこ
とを接種前に十分説明する

解離性神経症状と考えられる症状が起きた場合、まずは
接種医が受け入れる

症状を聞く、受け入れる、必要があれば検査を行う

時間経過で必ず良くなるので、一緒に伴走する姿勢をとる

すぐに専門医療医療機関へ紹介ということのないようにする

男性への接種

欧州・英国では、約2/3の
国でUniversal Vaccineと
しての位置づけ

他にも米国、オーストラリ
アなどでもUniversal 

Vaccineとして接種が推奨

Colzani E, et al. Eurosurveillance. 2021;26:Dec 16. 
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HPVは男性においても重要な感染症である

Markowitz, LE and Unger ER. N Engl J Med. 2023;388:1790-8

Vaccine Hesitancy

ワクチン忌避（きひ）

Vaccine Hesitancy ワクチン忌避

定義 （WHO）: delay in acceptance or refusal of vaccines 

despite availability of vaccination services

接種可能なワクチンがあるにも関わらず、ワクチン接種を
躊躇したり、拒否すること

世界90%以上の国で報告されている

 Internet、Social Network Systemの普及により、ワクチ
ンの情報が様々な形で提供、普及、拡散されている

Vaccine Hesitancy 連続性

Accept 
all

Accept 
some

Delay
Refuse 

but 
Unsure

Refuse 
all

全て接種 いくつか
接種

遅れ 拒否
分からない

全て
拒否

Vaccine Hesitancy

WHO Report of the SAGE Working Group on Vaccine Hesitancy (10/1/2014) を基に作成

Vaccine Hesitancy 

Complacency

自己満足

Convenience

便利さ

Confidence

信頼

3C's 

ワクチンへの有効性・安全性への不安
ワクチンの製造会社への不信
国の制度への不信

自分は罹患しない
自分にワクチンは効かない

ワクチンが受けにくい
Scheduleが複雑
制度が複雑

WHO Report of the SAGE Working Group on Vaccine Hesitancy (10/1/2014) を基に作成

Vaccine Hesitancy 

Complacency

自己満足

Convenience

便利さ

Confidence

信頼

3C's 

ワクチンへの有効性・安全性への不安
ワクチンの製造会社への不信
国の制度への不信

自分は罹患しない
自分にワクチンは効かない

ワクチンが受けにくい
Scheduleが複雑
制度が複雑

WHO Report of the SAGE Working Group on Vaccine Hesitancy (10/1/2014) を基に作成

＞正しい情報の提供

＞有効で安全な
ワクチンの開発

＞安心して接種できる
体制の確立

43 44

45 46

47 48



2023/7/19

9

ワクチン忌避をもつ人へのインタビュー

Motivational Interview （動機付けインタビュー）
ポイント: 相手に寄り添う
自由回答式の質問

1. 会話を始める
2. オープンクエスチョンを使う
3. 考えを変える準備が出来ているかを評価する
4. 迷いを探る
5. 次のステップについて尋ねる
6. 会話を終了する

Gagneur A, et al. Vaccine. 2018;36:6553-6555. 

日本小児科学会からの教育プログラム

アメリカ小児科学会と日本小児科学会との合同プロジェクト
ワクチン忌避のある人に対するMotivational Interviewの練習

模擬患者によるビデオクリップを用意し、練習
適切・やや適切・不適切な対応（3種類）

医師のセリフ18、患者のセリフ112（HPVワクチン、新型コロナワク
チン、ムンプスワクチン）を用意

 2023年1月に開催（東京）
 2023年10月21日（土）日本ワクチン学会（静岡）

「OARS」 アプロ―チ

Open-ended question （オープンクエスチョン）を用いる

Affirmation （賛同）

Reflection （反映）

Summary （まとめ）

まとめ （1/2）

HPVワクチンの積極的接種の推奨が2022年4月より再
開され、2023年4月からは9価ワクチンの接種が始まった

9価ワクチンは、15歳未満は2回接種（6-12か月あける）、
15歳以上は3回接種（1回目から2回目は2か月以上、3回
目は6か月以上あける）

HPVワクチン接種の際には、ワクチンに関する正確な情
報提供が必要である

まとめ （2/2）

接種前にワクチンの副反応と有害事象の違い、予防接種
ストレス関連反応についての十分な理解が必要である

接種後、ISRRを含めた症状が見られた場合は、まずは
接種医が患者に寄り添いながら初期対応にあたる必要
がある

海外では、HPVワクチンの男性への接種が進んでいる

ワクチン忌避への対応が今後より重要となる
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